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近年、肥満は歯周病や咀嚼など口腔と密接に関連していることが報告されている。筆者らも、事業所

就業者を対象にＢＭＩ(Body Mass Index)と食習慣との関連性を調査し、ＢＭＩは早食いなど食べ方と関

連していることを認めた。また、同調査で年代が高くなるに従い肥満者の割合が増加したのに対し 50

歳代では減少しており、事業所で実施している肥満者(ＢＭＩ=25 以上)を対象とした「健康つくりセミ

ナー」の効果が考えられた。 

今回は、肥満防止における「健康つくりセミナー」の効果をＢＭＩの変動をもとに明らかにするとと

もに、肥満を防ぐ食習慣について検討するために、セミナー参加者の健康行動、特に目標設定と実行状

況、肥満と関連している「食べ方」について質問紙調査を行った。また、セミナー参加者の口腔状態を

みるため歯科検診を行った。対象者は、セミナー参加者 381 名(49.0±7.2 歳)、質問紙調査回答者175

名(48.8±7.0歳)、および、歯科検診受診者127名(48.2±7.6歳)である。 

その結果、①「健康つくりセミナー」参加者は、セミナー参加前の１年間のＢＭＩの変化値は平均で

0.15増加したが、セミナー参加１年後は、－0.33と有意に減少しており、肥満が健康教育により減少す

ることが明らかとなった。一方、ＢＭＩはセミナー参加２年以降から増加し、３年後にはセミナー参加

時の状態に戻った。 

②セミナー参加時に各自が立てた健康目標の実行期間は数ヶ月が 35.8％、１年間が 34.7％、合計 71％

であり、ＢＭＩの変動との関連が示唆された。なお、2003年の現在も実行は26.6％であった。 

③セミナー参加時に立てた健康目標のうち、食事の内容に関係している「糖、油分の摂取の減少」「栄養

のバランス」などは実行されたが、食べ方に関係している「食事量の減少」、「よく噛む」などは実行さ

れず、自己管理能力に関わる行動の改善の難しさが推察された。 

④セミナー参加者でも、「大食と小食」、「早食いと遅食い」でＢＭＩに差が認められ、大食、早食いが肥

満に関係していること、肥満防止に食事の量、よく噛むことの重要性が示唆された。 

⑤セミナー参加者(平均ＢＭＩ=26.6)の口腔状態は、セミナーに参加しなかった同世代就業者（平均ＢＭ

Ｉ=22.7）と比較してＣＰＩおよびDMFTともに差が認められなかった。 

以上のことから、成人の肥満は健康教育によって防止できること、さらに長期的な効果を持続させる

には、肥満防止と関連している食べ方の改善を含めた継続的な介入の重要性が示唆された。 
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